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【 No.852 2019/5 第3例会 】

第2998例会

2018-2019年度RIテーマ：

「インスピレーションになろう」

安城ロータリークラブ会長方針：

「あなたの街でロータリーを！あなたの街からロータリーを！」

1. 本日例会終了後、会議室にて次年度理事会を行います。

また18：00～鯛常分店にて次年度合同委員会を行います。

2. 本年度の理事（直前会長・副幹事・無任所理事除く）・委員長の方は、報告書用原稿の提出を5/31までにお願い致します。

3. 5/31 11：30～会議室にて臨時理事会を行います。

4. ゴルフ部会より 6/4.5ゴルフコンペの登録料をお願い致します。 組み合わせの変更があります。



今日は、私どものやっているリフォームのことについてお話させていただきます。 まずリフォームに関する、日本と世界の

違いについてです。 日本は住宅の寿命は非常に短いと言われています。日本はだいたい３０年で建て替えをする。 ドイツ

は７５年くらい。フランスは８５年。アメリカは１００年。 どうして日本は３０年なのか、もともと日本は木造文化、日本は災害

も多いということで短い。 ひとつにはヨーロッパは石造文化で長いということもある。 また、日本は、中古住宅を流通させる

ことが整備されていないというのも短いことの理由。 中古住宅は２０年で、もう土地価格にしかならない。 日本は、今、年

間新築は９０万戸、中古住宅の流通は年間２３万戸。 ところがアメリカは新築１２０万戸、中古住宅の売買は６００万戸。 ア

メリカというのは、例えば給料が３００万円のときはそれにあった住宅に住み、７００万円になったら、 また、それに見合った

住宅に住む。また、アメリカはホームセンターにペンキなんかたくさん売っていて、 住まいというものはいずれ売却するもの

だという発想があり、自分で手入れする。建物も自分で塗ったりする。 中もきれいに保ち、次の人に売却して、またその所

得にあった人が買うような、そういう流通の市場がある。 だから建物を非常に大事にする。週休２日制だと１日は家族と遊

ぶが１日は家の手入れをするといった風習がる。 日本の家は、この１９５０年代のうちは、年間２０万戸くらいしか新築がな

かった。それがどんどん所得が増え、 いざなぎ景気のときは年間１８５万戸、その次に、ちょうどバブルのとき、年間１６５

万戸。その後リーマンショック だとか、消費税８％で、もう１００万戸をきるようになった。だいたい８０万戸くらい。これからは、

また７０万、 ６０万と減ってくると予想されています。 ところで、現在の住宅は、角っこにたくさん柱、スジカイがあり、耐震設

計になっています。阪神・淡路大震災が ひとつのきっかけです。昭和５６年に新耐震基準というのができました。その前ま

ではスジカとかの計算は しなかった。実際にはスジカイは入れていましたが、計算はしていなかった。阪神淡路大震災で、

建物の倒壊が たくさんあって、５６年以前の建物がかなり倒れた阪神・淡路大震災は縦揺れでした。土台と柱はカスガイで

止めていたので、全部抜けて、それで倒れた。その大震災の３年後に又、耐震基準ノレベルを上げた。 基礎からボルトを

出して、柱と直結した構造。今の住宅は縦にも横にも強い。 もう今の住宅は１００年もつ。もちろん手入れはいるが。 今問

題になっているのは、空き家の問題。 アパートの1室も１戸と計算しますが、６，４００万戸あるが、世帯数は５，５００万世帯。

全国で９００万戸の 空き家がある。１４％が空き家。 昭和５６年以前の建物は建て替えたほうがいい。 今、国は住宅は国

の財産という発想にかわってきている。 １００年住宅、長期優良住宅は、１００年もつ、保証も５０年とかいっているところも

ある。 補修の記録も残していくというふうになってきている。 中古住宅を売買する時に、査定の基準になる。これから、整

備されていく。 これからリフォーム業界どうなるのか？ 住宅どんどん作るので、余ってくる。安城も 人口が１８万９０００、

世帯数が７万５４００、空き家が７４００軒。 全国は空き家率１４．２％、安城は９％台。まだ少ない。賃貸住宅の空き家率が

特に低い。 空き家対策法というのがあり、古い空き家や壊れる寸前の建物がある。倒壊寸前のは安城は少なく５軒しかな

い。 ちょっと問題になるものが１２０件。ということで、安城市はあまり考えていない。 これをどうするか、固定資産税、住宅

地で２００平方以下は評価額の６分の１の設定、住宅は１／３、住んで いない空き家があるとして、今は固定資産税が２０

万円くらいと思いますが、まともに、固定資産税、都市計画税 評価額の１．７％かけたら６０万円とかになる。所有者が例

えば東京なんかにいて、固定資産税が６０万 かかれば売却するなり人に貸すなり、何か考えると思います。というように、

空き家をどうするか、これから 安城市も考えていかにといけないと思います。 アメリカは先ほども言ったように建物に手を

入れて、家具などもそのまま付けて、そして売却していく、だから 建物のリフォームに対して意識が高い。いずれは売却す

ると考えているから。 昭和５６年以降の建物はリフォームして５０年、６０年、場合によっては１００年もつと思います。 どん

どん住み替えていってもらうと日本もリフォームがはやると思います。


